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1 ．はじめに
　韓国統計庁の調査によると、韓国の宗教人口は約
2,500万人（2005年時点）で、全人口の約53％を占め
ている。その中でカトリックとプロテスタントを合わ
せたキリスト教信者は全人口の約 3 割であり、アジア
ではフィリピンに次いで多い割合となっている。キリ
スト教会（以下、教会とする）には信仰とともに看護
活動を行う Parish Nurse（日本語では牧会看護師と翻
訳されている）という看護職が存在し、韓国において
その導入が進んできている。2011年 7 月、著者らが所
属する神戸市看護大学において第 2 回日韓地域看護学
会が開催され、韓国の地域看護活動・教育に従事する
看護職者と交流を図る機会を得た。その縁で、韓国で
Parish Nurse 活動を最初にスタートさせた大邱（テグ）
市にある啓明大学校看護大学 Chungnam Kim 教授、大
邱市内唐（ネダン）教会 Parish Nurse の Youngok Lee
氏、趙牧師に協力いただき、啓明大学校と大邱市の教
会において現地調査を実施した。本稿では現地におけ
る聞き取りと資料収集から、教会を基盤として活動す
るParish Nurseとは何か、また韓国におけるParish Nurse
の導入経過、養成そしてその実践活動について紹介す
る。
⑴ 　Parish Nurse とは
　教会はプライマリヘルスケアのための保健医療の人
材、ボランティアおよび資金など豊富な資源を持って
いる。Parish Nursing は、教会が癒しと健康管理を担
当してきた長年の歴史的根拠をもとにして開始された
専門的活動である。International Parish Nurse Resource 
Center：国際パリッシュナースリソースセンター
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図 1 ．韓国地図 ソウルと大邱
写真 1 ． 内唐教会にて（右端から Lee 氏、Kim 教授、趙牧
師、著者ら）
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（2012）によると、アメリカ、カナダ、オーストラリ
アなどのほか、世界中の23か国で活動を行っている。
Parish Nurse の要件として、 2 年以上の看護臨床経験を
持ち、標準化されたコアカリキュラムに基づいた専門
教育を受講した看護師であることが示されている。も
ちろん、深い信仰心と優れた人格の持ち主であること
はいうまでもない。Parish Nurse の役割として、精神的
ケアに重点を置き、健康増進・疾病予防サービスを提
供すること、複雑なヘルスケアシステムと人々をつな
ぎ、信仰と健康との統合を手助けすることなどがあげ
られている。
⑵ 　韓国における Parish Nurse の導入と展開
　韓国での Parish Nurse の最初の導入は1995年、大邱市
にある啓明大学校においてであった。啓明大学校看護
大学の Kim 教授は、都市のスラム地域の地域住民の総
合的な健康管理に関心が高く、彼らの文化に適合した
健康管理方法を見つけ、これを適用することに労力を
傾けてきた（Kim, 2012）。1993年12月に看護大学として
Parish Nurse 活動事業に取り組むことを決定、1994年に
Parish Nurse の基金募金を開始、そして1995年 2 月に韓
国初の Parish Nursing Center を啓明大学校に開設した。
Kwon ら（1995）によると、大邱地域における牧師の
94.6％が Parish Nurse の必要性について同意し、86.2％
は環境が許せば採用すると回答したということであ
り、そのニーズは大きいものであったといえる。
　その後、大邱地域での Parish Nurse の導入が進み、
1995年 3 月には大邱の 3 つの教会で一人の Parish Nurse
による看護活動モデル事業が開始された。1999年に
は大邱の 6 つの教会においても Parish Nursing 事業が
実施されるようになった。また、啓明大学校の Parish 
Nursing Center は1998年から行われていた一次保健医療
宣教事業と合併し、韓国で最初のコミュニティベース
の Parish Nursing Center となり、現在もその活動を続け
ている。そのほかの地域では1998年に慶尚南道、1999
年にソウルにおいて Parish Nursing 事業がスタートし、
Parish Nurse 活動は韓国全土に広がりを見せている。今
後の計画として、啓明大学校では、2013年までに12の
教会と 4 つの福祉館（低所得者層を中心とした地域福
祉サービスの拠点）に Parish Nursing 事業の開始、 4 つ
の地域に Parish Nursing Center の開設を検討しており、
さらにアジアの Parish Nurse Resource Center として役
割を果たすため、国際交流やアジアの現地への Parish 
Nurse 派遣、情報や教育の提供などの取り組みも行っ
ている。
　Parish Nursingの今後の展望としてKim教授は、Parish 
Nursing の基盤を確固としたものにするための法的整備
や Parish Nursing 活動の保険体系の確立を課題としてあ
げている。
⑶ 　韓国での Parish Nurse の養成
①養成機関とプログラム時間
　韓国で最初に Parish Nurse の養成を行ったのも啓明大
学校看護大学である。はじめは、1995年にアメリカの
アイオワ州 Methodist Health Network の支援を得て資格
プログラムを開催したが、その半年後には啓明大学校
看護大学主催の養成を開始し、25人の Parish Nurse を誕
生させた。教育は専門職業訓練としての位置づけであ
り、啓明大学校では計120時間のプログラムを実施し
ている。また、啓明大学校看護大学では看護実務経験
者が多いため大学院の科目にも Parish Nursing の科目を
3 単位開設している。
　続いて他の大学でも Parish Nurse の養成が開始され、
現在（2012年時点） 4 つの大学で養成が行われてい
る。現在までにおよそ500人の修了生が誕生している
が、実際に Parish Nurse として仕事についている看護師
は少ないということである。
②教育内容
　啓明大学校における Parish Nurse のカリキュラムを表
1 に示した。総時間数は120時間であり、その内容に
は Parish Nurse の歴史・哲学、教会の看護組織、教会に
おけるプライマリヘルスケア、ヘルスプロモーション
などのほか、ホスピス看護、カウンセリング、子ども
のケア、うつ・飲酒の問題・DV・自殺などの予防管
理、疾病予防管理、家族看護、ケアコーディネーショ
ンなどの看護実践科目および教会での実習が組み込ま
れている。
⑷ 　Parish Nurse の実践内容とニーズ
　国際パリッシュナースリソースセンター（2012）に
よると、Parish Nurse の実践内容として、信仰と健康の
インテグレーター、パーソナルヘルスカウンセラー、
健康教育者としての活動の他、サポートグループの開
発、リソースの紹介、健康擁護などが示されている。
韓国においては、スピリチュアル看護の重要性を強調
している欧米とは異なり、教区コミュニティにおける
ホームケアナーシング実践の役割が強調されている。
　韓国のある教区コミュニティの調査によると、
90.3％の人が Parish Nursing を実施する必要があると回
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答しているとの報告であった（Shin ら，1994）。また、
Parish Nurse に期待する役割としては、健康相談、健康
に関する情報提供と教育、健康チェック、疾患を持つ
信者の訪問、高齢者の健康管理等であった（表 2 ）。さ
らに対象者の具体的なニーズを表 3 に示した。健康管
理や食事の方法、健康相談、定期的な健康チェック、
実践的な看護処置やケアの実施、看取りやターミナル
ケアの他、信仰に関連したスピリチュアルケアの内容
まで幅広く求められていた。その対象は、妊産婦から
新生児、子ども、成人、老人まであらゆる年齢層に広
がっていた。
　一方、教会の牧師側からみた Parish Nurse に期待す
表 1 ．啓明大学校看護大学　Parish Nurse 養成課程プログラム（計120時間）
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表 2 ． 教区コミュニティ住民が Parish Nurse に期待する役割
表 3 ．対象者の Parish Nurse に対するニーズ
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る役割については、教区コミュニティ住民とほぼ同じ
く、健康相談、健康チェック、高齢者の健康管理、健
康に関する情報提供と教育、ホスピス看護、疾患を
持つ信者の訪問などがあげられていた。具体的な内容
には、高血圧・心疾患や糖尿病予防管理、ストレス管
理、薬物乱用防止、飲酒の問題、夫婦間の問題などの
項目があった（Kwon ら，1995）。
　実際の Parish Nurse の業務活動内容について表 4 、
訪問看護内容について表 5 に示した。業務内容は訪問
看護、健康チェック、健康教育、照会・依頼、会議出
席、補習教育及びセミナー参加、ボランティアの調整
と訓練の 7 つの活動に分類された。訪問看護活動につ
いては、直接看護とスピリチュアル看護がそのほとん
どを占め、中でも健康状態確認や投薬などの直接看護
活動が一番多く、どの教会でも 6 ～ 7 割を占めていた
（Kim ら，1996）。
⑸ 　内唐教会における Parish Nurse 活動の実際
　 大 邱 市 に あ る 内 唐 教 会 は、1995年 3 月 に Parish 
Nursing モデル事業を開始した教会であり、かつ韓国で
最初に Parish Nurse を置いた教会である。
　内唐教会はプロテスタント長老派教会で、スタッフ
は牧師 1 人、副牧師 5 人、伝導士 1 人、教育担当者 6
人、有給 Parish Nurse が 1 人である。そのほかに、ボ
ランティア（無給）の Parish Nurse が10名程度いる。そ
のうち、牧師と副牧師は教会内で生活をしている。教
表 4 ．Parish Nurse の業務活動内容
表 5 ．訪問看護活動の具体的内容
写真 2 ．内唐教会外観
神戸市看護大学紀要　Vol. 17，201384
区の信者数は約2,000人であり、基本的に信者すべてが
Parish Nursing の対象である。特に重点を置いている対
象者は基礎生活保障受給者（わが国の生活保護受給者
に相当）もしくは低所得者層、一人暮らし高齢者、障
がい者、シングル家庭、疾患を持つ人や子どもだけの
家庭などであるが、それ以外にも看護が必要な人がい
れば、信者でなくても伝道のために看護活動を行うこ
とにしている。
　今回インタビューさせていただいた Lee 氏はこの教
会に勤める有給の Parish Nurse である。彼女は敬虔なキ
リスト教信者であり、啓明大学校にて120時間のプロ
グラムを受講した後 Parish Nurse となった。彼女はこ
の教会ともう一つの教会を兼任しており、週 2 日 9 時
30分から18時まで、日曜は午前中のみという体制で勤
務しているが、必要があれば夜間でも看護活動を行っ
ている。活動は一人で行うが、ボランティアの Parish 
Nurse や教区内に150人程度いるそれぞれの教区長が彼
女の活動を支援している。
　内唐教会で行う Parish Nursing 看護活動の対象者およ
び活動内容について表 6 に示した。活動を行うのは、
教会内にある専用の部屋である。基本的には Parish 
Nurse は教会におり、そこで来られた方の血圧などを
測定したり、相談したりしながら対象者の健康状態を
把握する。 1 人暮らしの人や身体の不自由な人には家
庭訪問を実施する。また、在宅者に対してだけでな
く、療養病院と呼ばれる高齢者専門病院や施設に入所
している高齢者に対しても訪問を行う。主な看護内容
は心身のケアであるが、必要時には医療機関や保健所
等へのケースの照会や依頼も行っている。
　保健所などの公的機関が行う看護活動と Parish Nurse
が行う活動の違いについては、Lee 氏によると、「地
域（行政）における看護活動と Parish Nurse の活動は
異なるものであり次元が違うもの」であるという。ま
た、教会の牧師によれば、教会は牧師がスピリチュア
ルケアを行うところであるが、その中には心身が健康
でない人もおり、スピリチュアルケアだけでは解決で
きない問題も多かった。しかし、Parish Nurse を導入し
心身のケアとスピリチュアルケアを一緒に行うことで
対象者の問題解決は向上し、牧師の負担も軽減した。
また地域の方にも喜ばれており、導入してよかったと
感じているということであった。つまり、教会はスピ
表 6 ．内唐教会 Parish Nursing Center における対象者および活動内容
写真 3 ．内唐教会 Parish Nursing Center
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リチュアルケアと心身のケアの両方を行うところであ
り、保健所など公的機関が行っている看護とは根本的
に異なるという回答であった。というのは、公的機関
ではスピリチュアルケアはほとんど提供されていな
い。また公的機関においてはすべての人を対象とする
ことは難しい。特に韓国では、基礎生活保障受給者に
は行政の手が届きやすいが、それ以外の低所得者層や
問題のある家庭などには十分サービスが届きにくい現
状がある。一方、教会は生活レベルに関わらずすべて
の信者を対象としており、スピリチュアルケアを含め
た看護を提供している。例えば生活レベルが高くても
問題が多く、スピリチュアルケアを必要としている家
庭はある。実際にも Parish Nurse はあらゆる生活レベル
の方に看護を提供しているということであった。
　また Parish Nurse が一人でどのように看護の必要な人
を把握しているかについて尋ねたところ、Parish Nurse
の活動をサポートしてくれる教区長が、区域内の信者
や家庭での様子を熟知しており、例えば日曜礼拝に出
席したか、家族の中で誰と誰が喧嘩をしたか、といっ
た細かな情報までも伝えてくれるため、誰かが看護が
必要となる事態が生じた場合は教区長から状況を把握
することができるとのことであった。地域の教区の中
でしっかりと根を張っている Parish Nurse 実践の様子が
うかがえる内容であった。
おわりに
　韓国ではキリスト教徒の割合が全人口の約 3 割と
いうこともあり、Parish Nurse の活動が少しずつ進ん
できていることがうかがえた。実際のところ、教会で
の実務者はまだ少ないということであったが、それは
Parish Nurse の法的整備がなく、内唐教会の例からも
無給ボランティアとしての位置づけも多い（ 1 名が有
給、10名が無給）ことが影響していると考えられた。
しかしながら、啓明大学校では Parish Nurse のコース
以外にも大学院での科目開設も行われており、Parish 
Nurse の行うスピリチュアルケアを学んだ看護職者は
その重要性を十分に認識し、教会に限らず自らの看護
実践の中で活用していくことが期待されると考える。
　一方、日本ではキリスト教徒の割合が韓国に比べて
低く、宗教そのもののとらえ方や宗教的背景が異なる
ことから、Parish Nurseの導入やParish Nurse活動実践は
難しいかも知れない。韓国に日本からの視察が来てい
るという話も聞いたが、日本での Parish Nurse 活動や実
践報告を見つけることはできなかった。しかし、Lee
氏が語るように、スピリチュアルケアが看護実践の重
要な要素の一つと筆者らも考えるが、日本の地域看護
活動の中でその重要性が十分認識されているとはいえ
ない現状にある。高齢化が進み、在宅での看取りや地
域での療養生活の増加がますます見込まれる今、スピ
リチュアルケアをどのように取り入れていくかは、こ
れからの地域看護実践の新しい課題であろう。
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